
相談例 正確さを欠く見積書。計算ミスや図面の不備など
事業者の技量を疑わせるケース

見積チェック

相談概要

●見積書、システムキッチンの見積書と計画図面、既存平面図

相談者から送付された資料

既存屋根材の上に金属屋根材（ガルバリウム鋼板）をカバー工法により施工、外壁のモルタル部分を撤去し
て窯業系外壁材（サイディング）を張る工事、システムキッチンの交換等

【工事内容】 

【住宅形式】 戸建（木造2階建）
【相談内容】築30年の中古住宅を購入。売主からリフォーム事業者を紹介してもらい、見積りを依頼した。事業者は、「設

備工事以外は全て一人で施工するから、工期は長くなる」と言う。工期の短縮や予算を削減するため、工事内
容の見直しをしたいが、見積書に記載されている内容がよく分からない。見積書をチェックしてほしい。

●項目について確認。

●項目は詳細に記載されているが、誤字・脱
字があり読みにくい。また、消費税の計算
が間違っているため、正しい計算で見積書
を再作成してもらうことを助言した。

チェックポイント 項目・数量

ヨウギョウ

チェック内容

2. 注意すべき事業者



●図面について確認。

●既存平面図とシステムキッチン計画図で、キッチンのガスコンロの位置が異なっていることを指摘。相談者は、現況のガスコン
ロの位置を希望しているため、事業者にシステムキッチン計画図を現況に合わせた内容に修正してもらうことを助言した。

チェックポイント 図　面

冷蔵庫

ダイニングキッチン

2550

2550

65
0

平面図

ガス台

展開図

●相談者は、見積書の書き方が雑なため、内容が分からず、工事内容を見直すことができなかった。また、事業者から「土台などが
腐食している場合は、無償で交換する」と言われたが、工事後も事業者と長くつきあうことを希望しているため、あまり無理な無償
工事をしてほしくないと思っていた。

●計算ミスや図面の不備を直してもらうこと、事業者から十分に説明を受け、工事内容を理解したうえで、工事内容の見直しをする
ことを助言した。また、既存平面図や既存立面図を利用して工事範囲を明記してもらうことを助言した。

●事前に床下などを調査することで、土台の腐朽などを確認できる場合があるため、可能な限り詳細な調査をしてもらうことを助
言した。

チェックポイント 相談ニーズ

相 談 者 へ の 助 言 内 容 の ま と め

●誤字・脱字があり、計算間違いがある点を指摘。見積書を再作成してもらうことを助言した。
●見積書の内容について、事業者から十分に説明を受け、理解したうえで、工事内容の見直しをすることを助言した。
●あわせて、既存平面図や既存立面図に工事範囲を明記してもらうことを助言した。
●追加費用がなるべく出ないようにするため、現場調査を詳細に行うことを助言した。

既存平図面（リフォーム前） システムキッチン計画図面

チェック内容

チェック内容
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